
昭
和
五
十
四
年
五
月
十
八
日
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（
質
問
の 

二
六
） 

答

弁

第

二

六

号 
   

衆
議
院
議
員
荒
木
宏
君
提
出
堺
市
に
お
け
る
都
市
下
水
路
事
業
の
推
進
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
七
第
二
六
号 

昭
和
五
十
四
年
五
月
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
灘 

尾 

弘 

吉 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

大 

平 

正 

芳 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
荒
木
宏
君
提
出
堺
市
に
お
け
る
都
市
下
水
路
事
業
の
推
進
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

堺
市
の
都
市
下
水
路
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
整
備
五
箇
年
計
画
の
事
業
費
総
わ
く
の
中
で
、
同
市
の
執
行
体

制
等
を
勘
案
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
お
い
て
も
前
年
度
当
初
予

定
に
比
べ
約
三
倍
の
国
庫
補
助
金
の
交
付
を
予
定
し
て
、
鋭
意
、
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

今
後
も
、
更
に
そ
の
整
備
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

都
市
下
水
路
事
業
の
国
庫
補
助
率
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
に
引
上
げ
を
行
つ
た
結
果
、
他
の
類
似

の
公
共
事
業
に
比
べ
て
よ
り
高
い
水
準
に
あ
る
の
で
、
当
面
は
、
事
業
費
の
確
保
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 



三
に
つ
い
て 

市
町
村
が
行
う
都
市
下
水
路
事
業
の
う
ち
国
庫
補
助
事
業
に
係
る
地
方
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
十 

パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
は
一
般
財
源
で
措
置
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
、
地
方
債
の
充
当
率
は
八
十
パ
ー
セ
ン

ト
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
執
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
必
要
に
応
じ
て

地
方
債
を
措
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
政
府
資
金
の
割
合
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

と
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




